
    

 

 

 

令和４年４月 22 日 

 消 防 庁 

 

 「令和３年度 救急業務のあり方に関する検討会 報告書」の公表 

 
  

高齢化の進展や生活様式の変化等を背景として、救急需要が多様化する中、いかにして救急

業務を安定的かつ持続的に提供するかは、救急業務における主要な課題となっています。こう

した課題に対応するため、令和３年度の救急業務のあり方に関する検討会においては、「救急

業務の円滑な実施と質の向上」、「救急車の適正利用の推進」等を目的として、「救急業務にお

けるメディカルコントロール体制のあり方」、「蘇生ガイドライン改定への対応」、「ICT技術

を活用した救急業務の高度化」、「救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた検討」

の４項目について検討を行いました。 

この度、検討結果を報告書として取りまとめましたので公表します。 

 

○ 報告書の概要（別添参照） 

（1）救急業務におけるメディカルコントロール（MC）体制のあり方 

救急業務における MC体制の PDCAの取組の推進及び救急救命士等の教育体制に関する検

討を行いました。 

（2）蘇生ガイドライン改訂への対応 

「JRC 蘇生ガイドライン 2020」の公開及び「救急蘇生法の指針 2020（市民用）（従事者

用）」の改訂に伴い周知等が必要となる事項について検討するとともに、応急手当の普及啓

発の促進のために必要な検討を行いました。 

（3）ICT技術を活用した救急業務の高度化 

医療機関との連携強化に向けた救急業務における「５G を活用した映像伝送」及び救急

業務の高度化・簡素化に向けた「音声認識を活用した自動文字起し」について、実証実験

を行い、それぞれの有用性等について検討を行いました。 

（4）救急安心センター事業（♯7119）の全国展開に向けた検討 

「事業導入・運営の手引き／マニュアル」及び「事業を外部委託する際に活用可能な標

準的な仕様書（例）」を作成しました。 

  

○ 報告書の全文は、消防庁ホームページに掲載しています。 

・報告書の全文（URL: https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/post-93.html） 

 

 

  

 

 

【連絡先】 消防庁救急企画室 

 担当：岩田課長補佐・岡澤課長補佐・ 

小味課長補佐・小塩救急専門官 

 電話：０３－５２５３－７５２９（直通） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/post-93.html


 

 


	（長官意見反映）02 発表予定報道資料（案）
	概要版ツーアップ

